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項目
土浦市 つくば市 土浦市＋つくば市

実数値 県内
順位 実数値 県内

順位 実数値 県内
順位

１ 総面積（ｋ㎡） 122.99 23 284.07 ４ 407.06 １
２ 可住地面積（ｋ㎡） 99.55 18 241.90 １ 341.45 １
３ 総人口（人） 143,404 ５ 217,315 ２ 360,719 １
４ 市内総生産（百万円） 706,549 ４ 873,418 ３ 1,579,967 １
５ 一般診療所数（10万人当たり）（所） 75.78 ２ 75.03 ３ 75.40 ３
６ 医師数（10万人当たり）（人） 248.19 ５ 448.30 １ 348.25 ３
７ 歯科診療所数（10万人当たり）（所） 66.05 １ 54.06 ６ 60.05 ３
８ 歯科医師数（10万人当たり）（人） 84.12 １ 81.55 ２ 82.84 １
◉両市の交流人口の状況（茨城県常住人口調査、国勢調査より）

土浦市とつくば市との「合併についての勉強会」報告
◆◆◆前編(全2回)◆◆◆                     　             政策企画課（☎826-1111　内線 2205）

　人口減少社会が確実に進展する中、人材を確保するととも
に強固な財政基盤を築き、市民サービスの維持向上を図り、
自立性が高い持続可能なまちづくりを継続していくために
は、市町村合併は最大の行財政改革であり将来的には必須と
なり、両市の合併は大きな選択肢となります。
　土浦市の持つ歴史や伝統と機能の集積およびつくば市のも
つ先進性を融合し、まちの魅力を高め、内外に発信していく
ことが、地域間競争に勝ち抜き、地域全体がさらに成長して
いく上で必要になります。
　両市の合併により築かれる財政規模の拡大を背景として、
中核市への移行を踏まえ、移譲される権限を有効的に活用す
ることにより、市民サービスの向上および特色あるまちづく
りの可能性は広がりを見せています。
　平成25年度内に両市で事務レベルでの勉強会を立ち上げ、
それぞれの市の現状、課題などについて共通の認識を持ち、
調査・研究を進め、合併後のまちづくりのメリットなどを踏
まえ、今後の合併の可能性について検討を進め、市民の皆様
の合併に対する関心を高めていきます。　
　このような基本的な認識の下、合併の勉強会を設立し、現
在、お互いの市の現状、課題また合併のメリット・デメリッ
トについて勉強をしています。

問

合併に対する両市の基本的認識（H26．2．10合意） 開催日時 勉強項目
第１回
Ｈ26.2.10

〇両市の合併に対する基本的認識　〇勉強
会の進め方

第２回
Ｈ26.3.24

〇4市（石岡市、守谷市、かすみがうら市、
つくばみらい市）職員のオブザーバー参加
について　〇勉強会の進め方

第３回
Ｈ26.4.28

〇茨城県における両市の位置付けについて
〇社会経済情勢の変化と市町村合併につい
て　〇中核市について　〇両市における各
種統計データ分析・比較について

中核市視察
Ｈ26.5.22 〇埼玉県所沢市　○東京都八王子市

第４回
Ｈ26.7.3 〇中間報告会

第５回
Ｈ26.8.22 ○中核市について　○行政体制について

第６回
Ｈ26.10.16

○住民サービスに係る料金について　○公
共施設の状況について　○都市基盤の整備
状況について　○財政状況について　○行
政体制について

第７回
Ｈ26.12.18

○市町村合併に関するアンケート集計結果
について　○中核市について　○行政体
制について

統計データから見た　土浦市とつくば市の姿

　つくば市から土浦市への転出が
617人、土浦市からつくば市への転
出が792人という状況が見られます。 

　つくば市から土浦市へ1,498人、
土浦市からつくば市へ509人の就学
状況が見られます。

　両市を合わせた主な
データを見ると、１．総
面積、２．可住地面積、
３．総人口、４．市内総生
産、８．人口10万人当た
りの歯科医師数は、県内
１位となります。また、
５．一般診療所の数、６．
医師数は県内で３位と、
経済状況、医療関係の充
実が期待されます。

　つくば市から土浦市へ6,235人、
土浦市からつくば市へ9,390人の就
業状況が見られます。

社会増減（転入・転出）の状況 就業の状況 就学の状況
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◉商圏の状況（茨城県生活行動圏調査報告書:常陽地域研究センターより）

　土浦市においては、かすみがうら市、
阿見町からの吸収が多く、次いで、石岡
市、つくば市からの吸収も多く見られま
す。一方、つくば市への、流出も多い状
況にあります。
　つくば市においては、常総市からの吸
収が多く、次いで、土浦市、つくばみら
い市からの吸収が多く見られます。一方、
土浦市、牛久市への流出が多い状況にあ
ります。吸収する圏域は、つくば市の方
が広範囲となっている特徴があります。
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◉農業については、つくば市は、農家人数が、平成２年と
平成22年を比較すると約６割減、経営耕地面積につい
ては、４割減という状況にあります。土浦市は、農家
人数、経営耕地面積ともに大幅な増減は見られません。 

◉工業については、土浦市の製造品出荷額は、平成20年
の8,933億円をピークとしています。 　

◉商業については、土浦市は、年々減少傾向にあります
が、平成16年をボトムとして、若干の回復傾向が見ら
れます。つくば市は、年々増加傾向にあり、平成14年に、
土浦市とつくば市の年間販売額が逆転しました。

◉産業の状況（農林業センサス、工業統計、商業統計より）

勉強会の中間まとめ

　土浦市、つくば市は、県南地区ばかりでなく、茨城県全体の社会・経済を牽
けんいん

引する、中核的都市としての役
割が期待されています。また、両市は、社会経済情勢の大きな変化の中、多様化する市民ニーズに対応しなが
ら、自立性の高い持続可能なまちづくりを進めるためには、市町村合併は大きな選択肢となるという、基本的
な認識に立ち、他の自治体と連携・協力をしながらまちづくりを進めています。両市の統計データから、現状
を分析した結果、社会増減状況（両市間の転入・転出）、就業・就学の状況および商圏の状況から見て、両市は
深い関わりを持っています。また、産業面からは、土浦市の工業、つくば市の商業が融合し、調和のとれた産
業構造が期待できます。しかしながら、勉強会は、基本的な検討を始めたばかりであり、今
後も、両市の行財政体制や、住民サービスの状況の分析など骨格となる検討事項につきまして、
十分精査し、合併のメリット・デメリットについても整理しながら、慎重に進めてまいります。
　これまでの勉強会の詳しい資料は、政策企画課ホームページ（http://www.city.tsuchiura.
lg.jp/page/page006542.html）をご覧ください。
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市町村合併に関するアンケートの結果について
　「合併についての勉強会」を進めていく中で、土浦
市とつくば市の市民の皆さんの市町村合併について
の意識を把握し、今後、勉強会での検討をすすめて
いく際の基礎資料とするために、市町村合併に関す
るアンケート調査を実施しました。
　その主なアンケート結果をお知らせします。詳し
くは、政策企画課ホームページ（http://
www.city . tsuchiura. lg . jp/page/
page006542.html）をご覧ください。
　アンケートにご協力いただいた皆さ
ん、ありがとうございました。

                  政策企画課（☎826-1111　内線2205）問

調査の概要

調査期間 土浦市 平成26年10月31日～11月25日
つくば市 平成26年10月31日～11月15日

調査対象者 両　市 市内在住の20歳以上の方

調査対象数 土浦市 3,000人
つくば市 5,000人

抽出方法 両　市 住民基本台帳に基づく無作為抽出
調査方法 両　市 郵送による配布および回収

回収状況
土浦市 つくば市

実配布数 2,978人 4,970人
有効配布数 1,644人 2,493人
有効回収率 55.2％ 50.2％

1　あなたは、市町村合併についてどの程度関心がありますか。

3　土浦市（つくば市）の将来を考えた場合、市町村合併は必要だと思いますか。

2　あなたは、市町村合併を考えるにあたって、どのようなことが必要だと思いますか。

回　答 土浦市 つくば市
①関心がある 663人 697人
②どちらかと言えば関心がある 526人 866人
③どちらかと言えば関心がない 216人 473人
④関心がない 92人 278人
⑤わからない 120人 137人
⑥無回答 27人 42人

合　計 1,644人 2,493人

　土浦市においては、「①関心がある」「②どちらかと言えば関心がある」が72.3％で、「③どちらかと言えば関
心がない」「④関心がない」の18.7％を大きく上回った。つくば市においても「①関心がある」「②どちらかと言え
ば関心がある」の62.6％で、「③どちらかと言えば関心がない」「④関心がない」の30.2％を大きく上回った。

　両市共に「③合併後の市のまちづくりの構想・計画の提示」「④合併後の具体的な効果や影響等の提示」で7割
以上となった。

　土浦市においては「①必要である」が43.1％で、「②必要でない（現状維持）」26.8％を大きく上回った。一方、
つくば市は「②必要でない（現状維持）」が55.3％で、「①必要である」の14.6％を大きく上回った。

回　答（複数回答） 土浦市 つくば市
①市町村合併に関するパンフレット・リーフ

レットの配布 341人 401人

②市町村合併に関する説明会・講演会等の開催 224人 272人
③合併後の市のまちづくりの構想・計画の提示 988人 1,398人
④合併後の具体的な効果や影響等の提示 1,149人 1,877人
⑤特に何も望まない 114人 213人
⑥その他 26人 99人
⑦無回答 34人 30人

合　計 2,876人 4,290人

回　答 土浦市 つくば市
①必要である 708人 364人
②必要でない（現状維持） 440人 1,378人
③どちらかと言えば関心がない 449人 694人
④その他 32人 41人
⑤無回答 15人 16人

合　計 1,644人 2,493人
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① ② ③
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0.6％
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回　答（複数回答） 土浦市 つくば市
①ホームページなどで、もっとわかりやすく情

報提供をしてもらいたい 472人 792人

②広報で知らせてほしい 1,152人 1,547人
③周知チラシを配布してほしい 557人 875人
④説明会を開催してほしい 245人 278人
⑤別に知りたくない 98人 207人
⑥その他 27人 76人
⑦無回答 0人 95人

合　計 2,551人 3,870人

5　3で「市町村合併が必要でない」とお答えいただいた方に伺います。市町村合併を心配される理由はどのようにお考えですか。

６　今後、「合併についての勉強会」についての情報提供は、どのようにしていけばよいと思いますか。

回　答（複数回答） 土浦市 つくば市
①教育、医療、福祉などで質の高いサービスが

期待できる 420人 174人

②職員の減少や経費の削減につながり、行政の
効率化が期待できる 314人 202人

③消防・救急、防災への対応力の強化が期待できる 146人 95人
④広域的な道路整備、産業振興、まちの活性化

が期待できる 427人 204人

⑤文化・スポーツ施設、ごみ処理施設等公共施
設の適正な配置が期待できる 91人 60人

⑥利用可能な窓口が増え、住民票などのサービ
スが受けやすくなる 51人 36人

⑦知名度やイメージの向上が期待できる 275人 105人
⑧文化・スポーツ施設等の公共施設が利用しやすくなる 102人 45人
⑨具体的にはわからない 26人 9人
⑩その他 20人 22人
⑪無回答 1人 3人

合　計 1,873人 955人

　土浦市においては、「①必要である」が43.1％で、「②必要でない（現状維持）」26.8％を大きく上回った。一方、つく
ば市は、「②必要でない（現状維持）」が55.4％で、「①必要である」が14.6％を大きく上回った。

　両市共に「④広域的な道路整備、産業振興、まちの活性化が期待できる」の割合が最も高く（土浦市22.8％、つくば市21.4％）、
次いで土浦市においては「①教育、医療、福祉などで質の高いサービスが期待できる」（22.4％）、つくば市においては「②職員の
減少や経費の削減につながり、行政の効率化が期待できる」（21.2％）となった。

回　答（複数回答） 土浦市 つくば市
①市域が拡大することで、地域の声が届きにく

くなり、きめ細やか行政サービスが受けにく  
くなるのではないか

208人 815人

②中心部のみが発展し、周辺部が衰退してしま
うのではないか 164人 506人

③公共料金や手数料の負担が増えてしまうのではないか 103人 433人
④公共施設の統合が進み、不便になるのではないか 115人 475人
⑤市独自の歴史・文化など、特徴が失われるのではないか 161人 320人
⑥地域の特性を活かしたまちづくりを進めるべ

きであり、合併は必要ない 196人 365人

⑦市町村合併とは別の方法で、近隣市町村と連
携していくべき 142人 521人

⑧その他 17人 119人
⑨無回答 0人 27人

合　計 1,106人 3,581人

　両市共に「①市域が拡大することで、地域の声が届きにくくなり、きめ細やかな行政サービスが受けにくくなるのではないか」の割
合が最も高く（土浦市18.8％、つくば市22.8％）、次いで土浦市においては「⑥地域の特性を活かしたまちづくりを進めるべきであり、
合併は必要がない」（17.7％）、つくば市においては「⑦市町村合併とは別の方法で、近隣市町村と連携していくべき」（14.5％）となった。

　両市共に「②広報で知らせて欲しい」の割合が 4割を超え、次いで「③周知チラシを配布してほしい」となった。

4　3で「市町村合併が必要である」とお答えいただいた方に伺います。市町村合併の期待できる効果はどのようにお考えですか。
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子
ど
も
郷
土
研
究
は
、調
査
、研
究
を
通
し
て
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、郷
土「
つ

ち
う
ら
」へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
12
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
一
部
省
略
）

作
品
は
２
月
15
日
㈰
ま
で
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場（
☎
８
２
６
・
７
１
１
１
）

第
38
回　

子
ど
も
郷
土
研
究
最
優
秀
作
品

◉
研
究
の
動
機
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

私
た
ち
は
、
小
学
六
年
生
の
時
に
現
在
か

ら
江
戸
時
代
ま
で
の
一
般
の
人
の
名
前
を
調

べ
、
そ
の
時
の
流
行
や
時
代
背
景
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
時
に

沼ぬ
ま
じ
り
ぼ
く
せ
ん

尻
墨
僊
の
開
い
て
い
た
私
塾
の
入
門
姓
名

録
の
存
在
を
知
り
、
女
性
の
名
前
を
調
べ
ま

し
た
。
さ
ら
に
男
性
の
名
前
も
調
べ
た
い
と

思
い
、
も
う
一
度
郷
土
研
究
に
挑
戦
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

◉
研
究
の
方
法
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
入

に
ゅ
う
も
ん
せ
い
め
い
ろ
く

門
姓
名
録
の
図
書
資
料
を
調
べ
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
り
、
博
物

館
へ
行
っ
た
り
し
て
調
べ
、
表
計
算
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
分
類
す
る
。

・
前
回
の
郷
土
研
究
で
ま
と
め
た
内
容
と
比

較
す
る
。

・
江
戸
時
代
の
学
校
と
現
代
の
学
校
に
つ
い

て
調
べ
、
比
較
す
る
。

・
沼
尻
墨
僊
ゆ
か
り
の
地
に
行
き
調
べ
る
。

多
く
付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
ま
た
、
○
太
郎
や
○
次
郎
な
ど
、
生

ま
れ
た
順
番
を
表
す
も
の
も
多
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
○
松
は
い
つ
も
緑
の

松
の
よ
う
に
元
気
な
子
に
、
○
蔵
は
蔵
を
建

て
ら
れ
る
く
ら
い
裕
福
な
子
に
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。

　

前
回
調
べ
た
、
入

門
姓
名
録
の
時
代
に

近
い
元
文
年
中
の
大

人
の
名
前
と
比
較
し

て
み
ま
す
。
大
人
で

よ
く
見
ら
れ
た
○
兵

衛
や
○
右
衛
門
と
い

う
名
前
は
、
入
門
生

の
名
前
に
は
な
く
、

当
時
の
大
人
と
子
ど

も
の
名
前
で
は
大
き

な
違
い
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

②
名
前
の
前
半
部
分

か
ら

　

多
く
使
わ
れ
て
い

る
順
に
吉
、
徳
、
金
、

亀
、
豊
、
文
、
松
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

名
前
の
前
半
部
分
に

は
、
縁
起
の
良
い
も

の（
菊
、
竹
、
松
な

ど
）、
干
支
や
動
物

（
子
、
丑
、
寅
、
鹿
、

熊
な
ど
）、
作
物
や

稔
り
を
感
じ
さ
せ
る

も
の（
米
、
茂
な
ど
）、
財
力
を
感
じ
る
も

の（
金
、
富
な
ど)

、
頑
丈
な
感
じ
の
も
の

（
岩
、
鉄
、
峰
）な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
や
は

り
、
健
や
か
に
そ
だ
っ
て
ほ
し
い
、
丈
夫
に

そ
だ
っ
て
、
豊
か
な
生
活
を
し
て
ほ
し
い
と

い
う
、
親
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。

土
浦
第
五
中
学
校　

二
年　

佐
藤 

菜
生
花　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤 

理
紗
子

◉
研
究
の
内
容
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【
１
】入
門
姓
名
録
に
つ
い
て

　

入
門
姓
名
録
は
、
沼
尻
墨
僊
の
塾
に
入
門

し
た
生
徒
の
名
前
を
入
門
し
た
順
に
記
録
し

た
も
の
で
す
。

【
２
】表
計
算
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
の
分
類

　

入
門
姓
名
録
に
書
か
れ
て
い
る
内
容(

入

門
年
月
、出
身
地
、保
護
者
名
、苗
字
、屋
号
、

保
護
者
の
職
業
、
名
前（
前
半
・
後
半
部
分
）、

入
門
時
の
年
齢
な
ど
）を
パ
ソ
コ
ン
で
打
ち

込
み
ま
し
た
。
出
身
地
は
現
在
の
ど
こ
な
の

か
、
地
名
か
屋
号
か
な
ど
、
打
ち
込
む
う
ち

に
疑
問
点
は
増
え
ま
し
た
。

【
３
】入
門
生
の
名
前
に
つ
い
て

①
名
前
の
後
半
部
分
か
ら

　

例
え
ば
、
名
前
の「
金
二
郎
」部
分
を
前
半

部
分
の「
金
」と
後
半
部
分
の「
二
郎
」に
分
け

ま
す
。

　

名
前
の
後
半
部
分
は
「
吉
」が
多
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
子
に
吉（
良
い
こ
と
）

が
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
の
親
の
願
い
か
ら
、

昔
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！
名
前
調
査
隊
Ⅱ

～
入
門
姓
名
録
か
ら
時
代
を
読
む
～

問

名前の前半部分の由来 名前の後半部分ランキング
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③
家い

え
じ
る
し
印
に
つ
い
て

　
「
土
浦
市
史
民
俗
編
」に
よ
る
と
、「
家
印

は
、
家
ご
と
に
所
有
を
あ
ら
わ
す
標
識
す
な

わ
ち
占
有
標
の
一
つ
で
家
財
を
対
象
と
し
家

具
、
農
機
具
、
下
駄
、
そ
の
他
の
諸
道
具
な

ど
に
墨
書
を
し
た
り
、
刻
印
、
焼
印
の
類
を

押
し
た
り
し
た
」と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

入
門
姓
名
録
に
は
十
種
類
の
家
印
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

④
屋や

ご
う号
に
つ
い
て

　

入
門
姓
名
録
に
は
、
屋
号
と
思
わ
れ
る
も

の
が
１
１
８
種
類
書
か
れ
て
い
ま
す
。
共
通

点
か
ら
、
縁
起
物
、
国
名
、
州
名
、
地
名
、

神
仏
、
職
業
、
数
字
、
そ
の
他
に
仲
間
分
け

し
ま
し
た
。

⑤　

二
だ
い
だ
い

御
神
楽
奉
納
額
と
の
比
較

　

そ
の
額
は
真
鍋
の
八
坂
神
社
に
嘉
永
６

（
１
８
５
３
）年
に
奉
納
さ
れ
、
入
門
姓
名
録

の
書
か
れ
た
時
代
と
も
重
な
り
ま
す
。
比
べ

る
と
、
い
く
つ
か
名
前
が
一
致
し
ま
し
た
。

額
を
奉
納
で
き
る
ぐ
ら
い
な
の
で
、
家
も
あ

る
程
度
は
経
済
的
に
余
裕
が
あ
り
、
沼
尻
墨

僊
の
塾
へ
も
通
わ
せ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

⑥
保
護
者
の
職
業
か
ら

　

保
護
者
の
職
業
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
書

か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
油
職
人
、

角す
も
う力
、
鍛
冶
、
神
職
、
神
主
、
左
官
、
大
工
、

馬ば
く
ろ
う喰
、
船
大
工
、
名
主
な
ど
の
記
載
が
あ
り

ま
し
た
。
中
で
も
大
工
が
多
か
っ
た
で
す
。

こ
の
時
代
に
な
る
と
教
育
に
関
心
を
も
つ
人

が
増
え
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

⑦
出
身
地
か
ら

　

出
身
地
は
、
北
は
水
戸
市
、
東
は
鉾
田

市
、
西
は
古
河
市
、
南
は
千
葉
県
の
香
取
市

と
い
う
広
い
範
囲
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

⑧
年
齢
、
入
門
年
齢
の
違
い

　

入
門
す
る
決
ま
っ
た
年
齢
は
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
最
も
小
さ
く
て
５
歳
、
大
き
く
て

18
歳
、
多
い
の
は
７
歳
で
し
た
。

⑨
入
門
す
る
日

　

現
在
は
４
月
初
め
で
す
が
、
入
門
し
た
日

は
ま
ち
ま
ち
で
す
。
年
の
終
わ
り
に
近
い
11

月
と
12
月
、
年
の
始
ま
り
の
１
月
と
２
月
に

多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

⑩
年
別
入
門
者
数

　

入
門
姓
名
録
に
は
、
享
和
３（
１
８
０
３
）

年
か
ら
安
政
３（
１
８
５
６
）年

ま
で
の
入
門
者
の
名
前
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
年
に
よ
り
入
門

者
数
が
違
っ
て
い
ま
す
。

【
４
】江
戸
時
代
の
学
校
に
つ
い

て
　

江
戸
時
代
の
武
家
の
教
育
機

関
が「
藩
校
」、
庶
民
の
教
育
機

関
が「
寺
子
屋
」で
す
。
藩
校
と

寺
子
屋
の
ほ
か
に
も
郷
校
や
私

塾
な
ど
が
あ
り
、
墨
僊
は
寺
子

屋
で
は
な
く
私
塾
と
し
て「
時じ

習し
ゅ
う
さ
い
齊
」、
の
ち
に「
天て

ん
し
ょ
う
ど
う

章
堂
」と

名
付
け
ま
し
た
。

【
５
】沼
尻
墨
僊
ゆ
か
り
の
場
所

　
「
中
城
周
辺
ぶ
ら
り
歩
き
地

図
」を
見
な
が
ら
、
沼
尻
墨
僊

の
塾
の
あ
っ
た
場
所
や
お
墓
に

行
っ
て
み
ま
し
た
。

◉
ま
と
め
と
感
想
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

前
回
の
調
査
で
土
浦
で
も
土
浦
藩
に
お
金

を
貸
す
ほ
ど
裕
福
な
商
人
が
現
れ
て
き
ま
し

た
。
土
浦
が
城
下
町
と
し
て
、
商
人
の
町
と

し
て
に
ぎ
わ
い
を
増
す

に
従
っ
て
、
生
活
に
も

余
裕
が
で
き
、
実
用
的

な
知
識
を
身
に
付
け
る

場
と
し
て
こ
の
よ
う
な

塾
が
必
要
に
な
っ
て
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
究
で
は
、
入

門
姓
名
録
を
き
っ
か
け

に
次
々
に
疑
問
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
だ

調
べ
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
は
満
足
し
て
い
ま
す
。

■最優秀賞

昔へタイムスリップ！名前調査隊Ⅱ
～入門姓名録から時代を読む～ 土 浦 五 中（２年） 佐藤菜

な お か
生花

佐藤理
り さ こ

紗子
■優秀賞
ぼくの通学路も通っていた！？
～土浦を通った大名行列～ 真 鍋 小（６年） 大山　颯

そうすけ
介

すずりと土浦文字文化 荒 川 沖 小（６年） 矢花　瑞
みずほ

帆

土浦市沖宿町の歴史　文化財　年中行事 上 大 津 東 小（４年） 山口　優
ゆういち

一

桜と地名から土浦を知る 右 籾 小
（６年）
（４年）

沼尻　奈
な な

々
沼尻　泰

たいき
輝

■優良賞

進め！歴史ある帆引き船 土 浦 小（４年）
栗原　佐

さ わ
和

木村　愛
あいり

梨
菊地　郁

いくほ
帆

わたしの住んでいる山ノ荘の宝物 山 ノ 荘 小（３年） 黒澤枝
え り こ

里子

ぼくの街の「足」 土 浦 四 中（２年） 吉岡　朋
あきら

良

石仏に込められた願い 土 浦 五 中（２年） 萩原　雄
ゆうた

太

■努力賞
江戸時代の城と庭園と隠居
～亀城公園と偕楽園と西山荘を歩いて～ 荒 川 沖 小（５年） 塩谷　若

わ か な

菜

土浦の歴史的な建造物 菅 谷 小（５年） 中山　花
は な

菜
萩原　七

なつみ
海

平和のための自衛隊 土 浦 四 中（２年）

樽見　悠
はると

斗
小松崎龍

りゅうが
我

生井沢一
かずき

樹
木村　龍

りゅうじ
治

田中　謙
けんじ

治
■学校賞／土浦第五中学校
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主
な
会
場

土浦の雛まつり土浦の雛まつり
　  土浦市観光協会

（☎824-2810　　http://www.tsuchiura-kankou.jp）
問    

H P

銀行銀行

市営西口（有料）

（月～金）
（土・日のみ）

土浦商工
会議所

博物館第２
①

②
③

④

土
浦
駅

至
神
立

至
荒
川
沖

国
道
６
号

国
道
３
５
４
号

桜土浦
Ｉ．Ｃ

土浦北
Ｉ．Ｃ

常
磐
自
動
車
道

武道館

国道125号

西
口

至
つ
く
ば

市役所

ショッピングモール

市立博物館 まちかど蔵

上高津貝塚

旧水戸信土浦支店

中
城
通
り

２月14日（土）～３月３日（火）　午前10時～午後４時

協
賛
イ
ベ
ン
ト

　土浦まちかど蔵を中心とした市内各所で、商家など
に伝わる雛人形や手作りによる色とりどりのつるし雛、
ちりめん細工などを展示します。
　また、干支やつちまる・キララちゃんの創作雛や、霞ヶ
浦のタニシで作られた｢かすみ人形｣など、さまざまな
雛人形を展示し、江戸時代末期の蔵と調和した「和」の
空間を醸し出します。
　一部の協賛店では、和服を着て来場した方へのサー
ビスも用意しています。ぜひ、足を運んでください。

会場周辺マップ

①
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵「
大
徳
」

　

創
作
雛
、つ
る
し
雛
、着
物
、江
戸
・
明
治
時
代
の
雛
人
形

②
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵「
野
村
」

　

か
す
み
人
形

③
市
立
博
物
館

　

江
戸
時
代
後
期
ほ
か
の
雛
人
形

④
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場

　

縄
文
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
雛
さ
ま
、
縄
文
土
偶
の
お

雛
さ
ま

◉
商
店
街

　

各
協
賛
店
で
雛
飾
り
を
展
示

※
市
立
博
物
館
と
上
高
津
貝
塚
は
入
館
料
が
必
要
で
す
。

（
土
曜
日
は
小
中
高
生
無
料
。
月
曜
日
休
館
）

◎
豚
汁
無
料
配
布（
１
０
０
食
限
定
）

と　

き
／
２
月
14
日
㈯　

午
前
11
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵「
野
村
」

◎「
お
細
工
物（
り
ん
ご
）」作
り
体
験

と　

き
／
２
月
15
日
㈰　

午
後
２
時
～

と
こ
ろ
／
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵「
野
村
」２
階

参
加
料
／
３
０
０
円

定　

員
／
15
人（
先
着
順
）

◎
土
浦
ま
ち
な
か
で
ポ
ニ
ー
を
見
か
け
た
ら
…

　

ポ
ニ
ー
に
触
れ
た
り
乗
馬
、
記
念
撮
影
が
で
き
ま
す
。

と　

き
／
２
月
17
日
㈫　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
／
中
城
通
り

◎
お
し
る
こ
無
料
配
布（
和
服
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
）

と　

き
／
２
月
22
日
㈰
、
３
月
１
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

と
こ
ろ
／
土
浦
商
工
会
議
所
前

◎
豆
乳
蓮
根
す
い
と
ん
無
料
配
布（
１
０
０
食
限
定
）

と　

き
／
２
月
22
日
㈰　

午
前
11
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵「
野
村
」

◎
束
帯
・
十
二
単
装
束
の
着
装
実
演

と　

き
／
２
月
22
日
㈰　

午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
～

と
こ
ろ
／
す
が
た
美
容
室（
桜
町
一
丁
目
）

※
付
近
の
有
料
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
常
陸
秋
そ
ば
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売（
１
０
０
食
限
定
）

と　

き
／
２
月
28
日
㈯　

午
前
11
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵「
野
村
」

◎
雛
ま
つ
り
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と　

き
／
３
月
１
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
受
付
開
始

集
合
場
所
／
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵「
大
徳
」

定　

員
／
20
人（
小
学
生
以
上
・
先
着
順
）

（土・日のみ）県信用組合
（土・日のみ）筑波銀行

すがた美容室

第11回
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読書感想文コンクール

問 市立図書館（☎823-4646）

読書を楽しみながら文章を書くことで、読解力と表現
力の向上を図ることを目的として行っている児童・生徒
読書感想文コンクールへ、今年度は合計2,329点の素晴
らしい応募がありました。その中から、最優秀賞、優秀
賞に選ばれた42人を紹介します。

小
学
校
５
年
生

　

石
引
稚わ

か
な菜

（
真
鍋
小
）

　

鯨
岡
由ゆ

い衣
（
土
浦
二
小
）

　

髙
松
賢け

ん
ご吾

（
神
立
小
）

　

田
上
僚り

ょ
う
た
ろ
う

太
郎
（
都
和
南
小
）

　

塚
本
彩あ

や
か花

（
藤
沢
小
）

小
学
校
６
年
生

　

髙
村
未み

く空
（
下
高
津
小
）

　

須
原
朱あ

か
ね音
（
菅
谷
小
）

　

萩
原
武た

け
る大

（
山
ノ
荘
小
）

中
学
校
１
年
生

　

小
松
崎
来く

る
み美

（
新
治
中
）

中
学
校
２
年
生

　

野
口
美み

つ
き季
（
土
浦
一
中
）

　

入
口
あ
み
か
（
土
浦
二
中
）

　

川
島
梨り

か華
（
土
浦
三
中
）

　

大
津
茉ま

り

え
里
枝
（
土
浦
四
中
）

　

坂
本　

茜
あ
か
ね
（
土
浦
六
中
）

　

田
辺
礼あ

や
と人

（
都
和
中
）

　

前
野　

翼
つ
ば
さ

（
新
治
中
）

中
学
校
３
年
生

　

井
藤
里り

か佳
（
土
浦
一
中
）

　

溝
口
智と

も
ひ
と仁
（
土
浦
二
中
）

　

齋
藤　

陽
み
な
み
（
土
浦
三
中
）

　

上
村
光み

き季
（
土
浦
四
中
）

　

田
中
祥し

ょ
う
ま真
（
土
浦
五
中
）

　

古
垣
彩あ

や
か夏
（
土
浦
六
中
）

　

今
村
明あ

す

か
日
香
（
都
和
中
）

　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

小
学
校
低
学
年
の
部

　

下
村
捺な

つ
き月

（
真
鍋
小
・
２
年
）

小
学
校
高
学
年
の
部

　

山
本
月か

ず
き暉

（
都
和
小
・
６
年
）

中
学
校
の
部

　

菊
地　

祐ゆ
う

（
土
浦
五
中
・
２
年
）

小
学
校
１
年
生

　

中
村
心み

ゆ柚
（
下
高
津
小
）

　

池
田
陽は

る
と翔

（
大
岩
田
小
）

　

津
久
井
海み

は
る遥

（
土
浦
二
小
）

　

大
久
保
智と

も
ひ
ろ弘
（
上
大
津
西
小
）

　

齋
藤
奈な

な々

（
神
立
小
）

小
学
校
２
年
生

　

天
貝
優ゆ

ら来
（
東
小
）

　

薄
衣
遥は

る
か佳
（
大
岩
田
小
）

　

北
島
典の

り
ゆ
き幸

（
荒
川
沖
小
）

　

西
原
優ゆ

う
こ子
（
上
大
津
東
小
）

小
学
校
３
年
生

　

新
井
利り

な奈
（
土
浦
小
）

　

大
関
ま
こ
と
（
都
和
小
）

　

羽
生
紘ひ

ろ
き輝
（
中
村
小
）

　

古
橋
司つ

か
さ冴
（
右
籾
小
）

　

中
山
茉ま

り

の
莉
乃
（
斗
利
出
小
）

小
学
校
４
年
生

　

鈴
木
香か

ほ帆
（
土
浦
小
）

　

安
西
咲さ

ゆ

か
優
香
（
乙
戸
小
）

最　

優　

秀　

賞

優　

秀　

賞

関根悠
ゆ う ま

真ちゃん
（東都和）

 １歳だね～悠真！
おめでとう！

落合凌
り お

央ちゃん
（永国）

凌央君☆
１歳おめでとう

元気に明るく育ってね

申込方法／①誕生日、②住所、③氏名（ふりがな）、④電話番号、⑤一言（25文字以内）を記入し、
写真を添えて広報広聴課へ郵送、メール（kouho@city.tsuchiura.lg.jp)または直接

申込締切／3月2日（月）
※４月上・中旬号の掲載となります。応募写真は返却できませんので、ご了承ください。

２月生まれ

４月で１歳になる
赤ちゃんを募集 !!

冨田瑛
え り こ

莉子ちゃん
（天川二丁目）

お誕生日おめでとう！
そして皆に幸せを

ありがとう♥

１歳おめでとう
これからもその笑顔を
たくさん見せてね

丸尾柊
と う た

太ちゃん
（乙戸）

☆１歳おめでとう☆
笑顔で元気に
育ってね！

大津朝
あ さ ひ

日ちゃん
（中）

☆１歳おめでとう☆
お兄ちゃんと
仲良くね！

祝１歳
いっぱい食べていっぱい
笑って大きくなってね♡

鈴木琥
こ た ろ う

太朗ちゃん
（真鍋四丁目）

岩瀬海
か い と

斗ちゃん
（本郷）

※掲載した氏名、住所などの個人情報は、この広報紙以外では使用しません。
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Information土浦市公式ツイッター　http://twitter.com/#!/tsuchiura_city

　

例
年
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
、

山
で
は
枯
葉
や
枯
草
が
多
く
な
る

こ
と
に
加
え
、
空
気
の
乾
燥
や
強

風
に
よ
り
火
事
が
発
生
し
や
す
い

状
態
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
山
火

事
は
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
そ
の

消
火
は
容
易
で
は
な
く
、
そ
の
回

復
に
は
長
い
年
月
を
要
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
山
林

で
の
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
予
防
課（
☎
８
２
１
・

５
９
６
７
）

火
災
予
防
の
お
知
ら
せ

と　

き
／
２
月
19
日
㈭　

午
前
９

時
～
正
午
ご
ろ（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所
／
市
立
博
物
館
第
２
駐

車
場

コ
ー
ス
／
市
立
博
物
館
→
亀
城
公

園
→
雛
ま
つ
り
会
場

定　

員
／
30
人（
先
着
順
）

参
加
費
／
２
０
０
円

申
込
方
法
／
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
電
話
で

申
込
締
切
／
２
月
13
日
㈮

申
問
土
浦
市
観
光
協
会（
☎
８
２

４
・
２
８
１
０
、
FAX
８
２
４
・
２

８
１
９
）

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
歩
く「
土
浦
の
雛
ま
つ
り
」

　

東
日
本
大
震
災
で
居
住
す
る
住

宅
が
被
害
を
受
け
た
方
に
対
す
る

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
申
請

期
間
が
、
平
成
28
年
４
月
10
日
ま

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課（
☎
内
線
２
３
０

８
） 被

災
者
生
活
再
建
支
援
金

の
申
請
期
間
延
長

　

こ
ど
も
に
対
す
る
心
肺
蘇
生

（
人
工
呼
吸
な
ど
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
、
異
物
除
去
法
を
学
び
ま
す
。

と　

き
／
３
月
20
日
㈮　

午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
／
新
治
地
区
公
民
館

定　

員
／
30
人（
先
着
順
）

参
加
費
／
２
０
６
円（
い
ば
ら
き

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ー
ド
掲
示
で
１

５
４
円
に
な
り
ま
す
）

申
込
方
法
／
前
日
ま
で
に
電
話
で

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。

申
問
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部

（
☎
０
２
９
・
２
４
１
・
４
５
１
６
）

い
ざ
と
い
う
と
き
大
切
な
こ
ど

も
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

　

霞
ヶ
浦
・
北
浦
流
域
の
市
町
村

で
、
身
近
な
湖
岸
や
河
川
敷
の
一

斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。
清
掃
場

所
流
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
83
回
霞
ヶ
浦
・
北
浦

地
域
清
掃
大
作
戦

と　

き
／
２
月
12
日
㈭
、16
日
㈪
、

17
日
㈫
、
18
日
㈬
、
25
日
㈬
、
26

日
㈭　

日
没
か
ら
約
３
時
間
以
内

と
こ
ろ
／
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
飛

行
場
お
よ
び
同
周
辺
空
域

機　

種
／
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

問
陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
霞
ヶ
浦

校
総
務
課（
☎
８
４
２
・
１
２
１

１　

内
線
３
４
２
０
）

陸
上
自
衛
隊
の

夜
間
飛
行
訓
練

登
記
相
談
事
前
予
約
サ
ー

ビ
ス
の
実
施

　

２
月
２
日
か
ら
登
記
に
関
す
る

相
談
を
事
前
予
約
で
受
け
る
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。
相
談
時

間
は
１
人
20
分
で
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

　

は
た
ご
し
ら
え
講
座
受
講
生
と

は
た
お
り
伝
承
グ
ル
ー
プ「
綿
の

実
」に
よ
る
作
品
展
で
す
。
は
た

お
り
体
験
な
ど
も
で
き
ま
す
。

と　

き
／
２
月
21
日
㈯
～
３
月
１

日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分（
月
曜
休
館
）

と
こ
ろ
／
市
立
博
物
館

※
入
館
料
が
必
要
。
は
た
お
り
体

験
の
日
時
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
市
立
博
物
館（
☎
８
２
４
・
２

９
２
８
）

は
た
お
り
作
品
展

と　

き
／
３
月
１
日
㈰　

午
前
８

時
～
９
時（
小
雨
決
行
。
雨
天
の

と
き
は
、
３
月
８
日
㈰
に
順
延
）

清
掃
場
所
／
霞
ヶ
浦
湖
畔
、
土
浦

港
、
新
川
・
桜
川
・
備
前
川
・
境

川
・
花
室
川
の
河
川
敷

問
環
境
衛
生
課（
☎
内
線
２
４
０

７
）

難
病
患
者
な
ど
へ
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
対
象
疾
病
拡
大

　

１
月
よ
り
障
害
者
総
合
支
援
法

の
対
象
と
な
る
難
病
な
ど
の
範
囲

が
、
１
３
０
疾
病
か
ら
１
５
１
疾

病
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
者

手
帳
所
持
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

必
要
と
認
め
ら
れ
た
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
受
給
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
障
害
福
祉
課（
☎
内
線
２
４
５
４
）

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
水
戸
地
方
法
務
局
土
浦
支
局

（
☎
８
２
１
・
０
７
８
３
）

　

高
校
や
大
学
な
ど
の
入
学
・
在

学
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」を
扱
っ
て
い

ま
す
。
固
定
金
利
で
利
用
で
き
、

在
学
期
間
中
は
利
息
の
み
の
返
済

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
公
庫
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー（
☎
０
５
７
０
・
０
０

国
の
教
育
ロ
ー
ン

制
度
の
ご
案
内

８
６
５
６
）

訂　 正：No.1138　11ページの特集「土浦の自慢　土浦の老舗醤油
から世界のSoy Sauceへ」で1765年は、明和２年でした。
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◉
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
環

境
学
習
フ
ェ
ス
タ

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
４
回
茨
城
シ
ク

ロ
ク
ロ
ス
大
会

と　

き
／
３
月
８
日
㈰　

午
前
７

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
／
市
民
運
動
広
場（
佐
野

子
町
）

対
象
者
／
健
康
な
小
学
生
以
上
の

男
女（
未
成
年
者
は
保
護
者
同
意

が
必
要
）

内　

容
／
１
周
約
２
㌔
の
オ
フ
ロ
ー

ド
周
回
コ
ー
ス
を
用
い
た
自
転
車
競
走

定　

員
／
合
計
２
５
０
人（
先
着
順
）

申
込
締
切
／
２
月
22
日
㈰

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
普
及
委
員

会（
☎
８
７
５
・
８
６
７
７
）

男
の
料
理
体
験
講
座

　

プ
ロ
の
極
意
、
天
ぷ
ら
を
上
手
に

揚
げ
る
た
め
の
コ
ツ
を
教
え
ま
す
。

と　

き
／
２
月
15
日
㈰
、
22
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
１
時

◉
西
根
の
里
コ
ー
ス（
８
㌔
）

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
な
が
み

ね
」や
中
村
西
根
の
鹿
嶋
神
社
を

巡
る
コ
ー
ス
で
す
。

と　

き
／
２
月
21
日
㈯　

午
前
10

時
～
正
午（
受
け
付
け
は
午
前
９

時
30
分
か
ら
）

集
合
場
所
／
三
中
地
区
公
民
館

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

◉
湖
畔
の
歴
史
散
策
コ
ー
ス（
６
㌔
）

　

ラ
ク
ス
マ
リ
ー
ナ
を
起
点
に
、

市
街
地
を
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。

と　

き
／
３
月
28
日
㈯　

午
前
10

時
～
正
午（
受
け
付
け
は
午
前
９

時
30
分
か
ら
）

集
合
場
所
／
ラ
ク
ス
マ
リ
ー
ナ（
川

口
二
丁
目
）

◎
共　

通

持
ち
物
／
飲
み
物
、
保
険
証

定　

員
／
１
０
０
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
電
話
で

※
雨
天
時
は
中
止
。
参
加
者
に
は

つ
ち
ま
る
タ
オ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

申
問
健
康
増
進
課（
☎
８
２
６
・

３
４
７
１
）

外
国
人
と
の
ふ
れ
あ
い

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

　

外
国
の
方
と
和
食
作
り
や
食
事

を
通
じ
て
交
流
し
ま
す
。

と　

き
／
３
月
１
日
㈰　

午
前
10

時
～
午
後
２
時　

と
こ
ろ
／
神
立
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内　

容
／
母
国
の
紹
介（
フ
ラ
ン

ス
、
ロ
シ
ア
）、
４
月
か
ら
変
わ

る
ご
み
の
出
し
方

定　

員
／
25
人（
料
理
の
み
先
着
順
）

申
込
方
法
／
電
話
で

申
問
国
際
交
流
協
会
事
務
局（
市
民

活
動
課
内　

☎
８
２
９・
９
０
５
１
）

と
こ
ろ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
者
／
男
性

講　

師
／
小
口
敏
和
さ
ん（
国
民

宿
舎「
水
郷
」調
理
長
）

定　

員
／
各
20
人（
先
着
順
）

参
加
費
／
１
０
０
０
円

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
直
接（
月

曜
休
館
）

申
問
生
涯
学
習
館（
☎
８
２
２
・

３
３
８
１
）

放
送
大
学
４
月

　
　

入
学
生
募
集

　

テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
心
理
学
、福
祉
、

経
済
、
歴
史
な
ど
幅
広
く
学
べ
る

通
信
制
の
大
学
で
す
。

募
集
学
生
／
教
養
学
部
…
科
目
履

修
生
、
選
科
履
修
生
、
全
科
履
修

生
、
大
学
院
…
修
士
科
目
生
、
修

士
選
科
生

出
願
期
間
／
３
月
20
日
㈮
ま
で

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
９
・
２
２
８
・
０
６
８
３
）

と　

き
／
２
月
28
日
㈯　

午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ
／
同
セ
ン
タ
ー

内　

容
／
セ
ン
タ
ー
研
究
室
一
般

公
開
、
工
作
教
室（
入
浴
剤
づ
く

り
な
ど
）、
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
な
ど

◉
霞
ヶ
浦
学
講
座　

第
13
講

「
霞
ヶ
浦
の
歴
史
２　

明
治
以
後
」

と　

き
／
３
月
８
日
㈰　

午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
／
同
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

講　

師
／
沼
澤　

篤
さ
ん（
前
茨

城
大
学
特
任
教
授
）

定　

員
／
35
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
電
話
で

申
問
同
セ
ン
タ
ー
環
境
活
動
推
進

課（
☎
８
２
８
・
０
９
６
２
）

◉
お
薬
に
頼
ら
な
い
健
康
法　

メ

デ
ィ
カ
ル
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト

と　

き
／
２
月
19
日
㈭　

①
午
前

10
時
30
分
か
ら
、
②
午
後
１
時
か

ら
、
21
日
㈯　

③
午
前
10
時
30
分

か
ら
、
④
午
後
１
時
か
ら　

内　

容
／
①
感
染
予
防
ス
プ
レ
ー
、

②
か
か
と
ク
リ
ー
ム
、
③
花
粉
症

（
鼻
）対
策
ジ
ェ
ル
、
④
免
疫
調
整

ジ
ェ
ル

講　

師
／
こ
ば
や
し
ゆ
き
さ
ん（
日

本
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ロ
マ
協
会
講
師
）

定　

員
／
各
６
人（
先
着
順
）

参
加
費
／
各
２
０
０
０
円

◉
工
作
教
室
～
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

ト
ク
リ
ッ
プ
を
作
ろ
う
～

と　

き
／
３
月
21
日
㈯　

午
後
１

時
か
ら
、
午
後
２
時
か
ら

対
象
者
／
小
学
生
以
下（
保
護
者

同
伴
）

定　

員
／
各
10
人（
先
着
順
）

◎
共　

通

と
こ
ろ
／
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
直
接

申
問
同
セ
ン
タ
ー（
☎
８
２
６
・

４
８
２
９
）

と　

き
／
３
月
７
日
㈯　

午
後
１

時
～
２
時

と
こ
ろ
／
市
役
所
第
２
会
議
室

対
象
者
／
土
浦
を
好
き
な
中
学
生

以
上
の
方

内　

容
／
土
浦
の
未
来
シ
ー
ト
作

成
、
隠
れ
た
魅
力
の
共
有
な
ど

定　

員
／
30
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
メ
ー
ル
で

申
込
締
切
／
２
月
27
日
㈮

申
問
筑
波
大
学
地
域
連
携
研
究
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ「
土
浦
づ
く
り
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集
係

（
〒
３
０
５
‐
８
５
７
７ 

つ
く
ば
市

天
王
台
一
丁
目
１‐
１ 

☎
８
５
３・８

５
０
４
、
FAX
８
５
３・８
５
０
５
、

geo-w
lb@

un.tsukuba.ac.jp

）

土
浦
街
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集
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◉
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て

と　

き
／
２
月
18
日
㈬　

午
後
３

時
か
ら

講　

師
／
荒
木
大
輔
さ
ん（
歯
科

口
腔
外
科
）

◉
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
っ
て
何
？

肺
炎
予
防
し
て
長
生
き
し
よ
う

と　

き
／
２
月
19
日
㈭　

午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

講　

師
／
柳
澤
正
紀
さ
ん（
認
定

看
護
師
）

◎
共　

通

と
こ
ろ
／
同
医
療
セ
ン
タ
ー
内
地

域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

問
同
医
療
セ
ン
タ
ー（
☎
８
２
２
・

５
０
５
０
）

霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー

公
開
市
民
講
座

と　

き
／
２
月
17
日
㈫　

①
午
後

１
時
30
分
～
３
時（
開
場
は
午
後

１
時
）、
②
午
後
６
時
30
分
～
８

時（
開
場
は
午
後
６
時
）

と
こ
ろ
／
つ
く
ば
カ
ピ
オ（
つ
く

ば
市
竹
園
一
丁
目
）

演
奏
曲
／
花
ゆ
る
る
、月
の
変
奏
、

六
段
の
調
、
水
上
に
寄
せ
て
な
ど

問
筝
の
音
会（
☎
８
３
１
・
３
７

８
４　

新
井
）

花
ゆ
る
る
筝
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ

コ
ン
サ
ー
ト

素
敵
な
出
会
い
！

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

と　

き
／
３
月
７
日
㈯　

午
後
１

時
～
４
時
30
分（
受
け
付
け
は
午

後
０
時
30
分
か
ら
）

と
こ
ろ
／
ラ
・
テ
ラ
ス
・
ド
ゥ
・

オ
エ
ノ
ン（
牛
久
市
中
央
三
丁
目

シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
内
）

対
象
者
／
独
身
者

定　

員
／
男
女
各
35
人（
定
員
を

超
え
た
と
き
は
抽
選
）

参
加
費
／
男
性
…
５
０
０
０
円
、

女
性
…
３
０
０
０
円

※
３
月
４
日
㈬
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

料（
全
額
）が
か
か
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
牛
久
市

市
民
活
動
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
締
切
／
２
月
27
日
㈮

申
問
牛
久
市
市
民
活
動
課（
☎
８

７
３
・
２
１
１
１　

内
線
１
６
３

１
）管

理
栄
養
士
・
栄
養
士

の
募
集

　

県
栄
養
士
会
で
は
、
県
民
の
健

康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
に「
栄

養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
開
設

し
て
い
ま
す
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

で
個
別
栄
養
相
談
、
特
定
保
健
指

導
な
ど
の
活
動
を
行
う
管
理
栄
養

士
・
栄
養
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
栄
養
士
会（
☎
０
２
９
・
２

２
８
・
１
０
８
９
）

Information

    

工事・委託件名 工事・委託場所 契約業者名 落札価格（税抜）予定価格（税抜） 入札日
沖宿処理分区公共下水道（汚水）工事 沖宿町地内 ㈱オリエンタル技建工業 19,480千円 19,880千円 10月10日
土浦小学校グラウンド散水設備工事 大手町地内 ㈲渡辺工業所 17,430千円 17,450千円 10月10日
市道田村54号線改良工事 田村町地内 日和建設㈱ 24,000千円 24,260千円 10月10日
神立菅谷雨水幹線（調整池）整備工事（3工区）菅谷町地内 日東エンジニアリング㈱ ５２,０00千円 52,670千円 10月10日
神立菅谷雨水幹線（調整池）整備工事（4工区）菅谷町地内 ㈱折本工業 50,000千円 50,770千円 10月10日
亀城処理分区公共下水道（雨水）工事 田中二丁目地内外 佐々木建設㈱ 66,500千円 68,680千円 10月10日
土浦市消防団第34分団車庫新築工事 下坂田地内 日成ビルド工業㈱ 17,489千円 19,680千円 10月21日
燃やせるごみ収集、生ごみ・プラスチック
製容器包装分別収集第1号業務委託 土浦市地内 ㈱土浦関東商事 347,200千円 351,212千円 10月21日

燃やせるごみ収集、生ごみ・プラスチック
製容器包装分別収集第2号業務委託 土浦市地内 ㈱ＡＺロジコム 333,500千円 334,488千円 10月21日

燃やせるごみ収集、生ごみ・プラスチック
製容器包装分別収集第3号業務委託 土浦市地内 ㈱東栄商事 246,000千円 246,087千円 10月21日

燃やせるごみ収集、生ごみ・プラスチック
製容器包装分別収集第4号業務委託 土浦市地内 ㈲佐藤産業 212,600千円 212,638千円 10月21日

燃やせるごみ収集、生ごみ・プラスチック
製容器包装分別収集第5号業務委託 土浦市地内 ㈱アキバ 210,200千円 210,249千円 10月21日

燃やせるごみ収集、生ごみ・プラスチック
製容器包装分別収集第6号業務委託 土浦市地内 ㈲栗原商事 191,100千円 191,136千円 10月21日

燃やせるごみ収集、生ごみ・プラスチック
製容器包装分別収集第7号業務委託 土浦市地内 ㈱ダイショウ 186,000千円 186,357千円 10月21日

燃やせるごみ収集、生ごみ・プラスチック
製容器包装分別収集第8号業務委託 土浦市地内 ㈱伊東商事 179,180千円 179,190千円 10月21日

（仮称）荒川沖地区市民運動広場管理施設工事 中村西根地内 ㈱飯塚工務店 19,000千円 19,320千円 10月28日
亀城処理分区公共下水道（汚水）工事（1工区）田中町地内外 北都建設工業㈱ 29,500千円 30,350千円 10月28日
亀城処理分区公共下水道（汚水）工事（2工区）田中町地内 佐々木建設㈱ 29,000千円 29,650千円 10月28日
亀城処理分区公共下水道（汚水）工事（3工区）田中町地内外 ㈱霞工業 31,300千円 31,750千円 10月28日
市道Ⅰ級25号線改良工事 烏山三丁目地内 ㈱ムラマツ 23,800千円 24,290千円 10月28日
市道沖宿17号線改良工事 沖宿町地内 ㈱オリエンタル技建工業 16,000千円 16,350千円 10月28日
高津処理分区公共下水道（汚水）工事 粕毛地内 ㈱斉藤建設 77,700千円 81,000千円 10月28日

平成26年10月～12月分
建設工事などの入札結果

　落札金額が1000万円（税抜）以上のものについて３か月ごと
に掲載しています。
問 管財課（☎826-1111　内線2226）、水道課（☎821-6237）
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３
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２
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）
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／
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日
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日　
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／
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付
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／
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５
月

１
日
㈮

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
土
浦
地
域
事
務
所（
☎
８
２
１
・

６
９
８
６
）、
市
総
務
課（
☎
内
線

２
２
１
２
）

混
迷
す
る
農
業
経
営

と　

き
／
２
月
19
日
㈭　

午
後
２

時
30
分
～
４
時（
受
け
付
け
は
午
後

２
時
）

と
こ
ろ
／
ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
・
デ
ィ
・

マ
ニ
フ
ィ
カ（
東
真
鍋
町
）

講　

師
／
坂
入
利
一
さ
ん（
峯
フ
ァ

ー
ム
代
表
取
締
役
）

定　

員
／
50
人（
当
日
先
着
順
）

問
農
業
委
員
会
事
務
局（
☎
内
線

５
１
３
２
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催
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２
月
22
日
㈰　

午
後
１

時
15
分
～
３
時（
開
場
は
午
後
０

時
30
分
）

と
こ
ろ
／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

講　

師
／
う
～
み
さ
ん
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）
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者
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時
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情報ひろば

と
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ろ
／
県
立
医
療
大
学　

１
階

大
講
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阿
見
町
阿
見
）
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／
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雲
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問
県
診
療
放
射
線
技
師
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☎
０

２
９
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２
４
３
・
６
７
４
７
）

    
工事・委託件名 工事・委託場所 契約業者名 落札価格（税抜）予定価格（税抜） 入札日

手野谷原地区農道整備工事 手野町地内 ㈱オリエンタル技建工業 18,000千円 18,300千円 10月28日
市道新治南313号線道路舗装工事 下坂田地内 豊藤建設㈱ 16,000千円 16,190千円 10月28日
市道新治北631号線改良工事 小野地内 ㈱穂高建設 33,180千円 33,540千円 10月28日
市道新治Ⅰ級１２号線改良工事 高岡地内 ㈲東峰茨城 10,520千円 10,730千円 10月28日
市道上高津１１号線改良工事 宍塚地内 ㈲内林工業 11,000千円 11,090千円 11月13日
土浦第二小学校屋内運動場改築機械設備工事 富士崎二丁目地内 ㈱星総合設備 11,350千円 11,410千円 11月13日
考古資料館収蔵庫改修工事 上高津地内 ㈱市村工務店 27,200千円 27,400千円 11月13日
朝日トンネル保守点検業務委託 小野地内外 イガラシ綜業㈱ 13,200千円 15,355千円 11月19日
土浦市営斎場整備事業給排水衛生設備工事 田中二丁目地内 ㈲渡辺工業所 135,500千円 135,950千円 11月26日
土浦駅西口広場改修工事（その1） 有明町地内 茨城県県南造園土木(業) 19,000千円 19,400千円 11月26日
市道Ⅰ級42号線道路改良工事（2工区） 白鳥町地内 池田林業㈱ 55,315千円 62,950千円 11月26日
市道永国８７号線改良工事 天川一丁目地内外 ㈱松田工業 24,700千円 24,940千円 11月26日
市道並木四丁目1号線外改良工事（Ｈ26） 大畑地内 ㈱アイアールイー 19,950千円 20,550千円 11月26日
市道上高津６９号線改良工事 上高津地内 ㈱大鶴 31,700千円 31,830千円 12月10日
市道新治Ⅱ級 7号線改良工事 藤沢地内 ㈲並木建設 19,600千円 19,960千円 12月10日
木田余雨水幹線改修工事 真鍋四丁目地内外 ㈲渡辺工業所 18,400千円 18,510千円 12月10日
土浦市営駅西駐車場防水補修工事 有明町地内 柳澤工業㈱ 11,700千円 11,730千円 12月10日
土浦市立第1学校給食センター調理業務等委託 下高津四丁目地内 ㈱グリーンハウス 273,590千円 304,992千円 12月12日
土浦市立第2学校給食センター調理業務等委託 中神立町地内 ㈱東洋食品 263,100千円 265,788千円 12月12日
市道Ⅰ級４２号線道路改良工事（1工区） 手野町地内外 日和建設㈱ 20,100千円 20,300千円 12月19日
消防本部新消防庁舎整備昇降機設備工事 田中町地内 日本エレベーター製造㈱ 16,200千円 16,290千円 12月19日
都和小学校校舎改築昇降機設備工事 並木五丁目地内 日本エレベーター製造㈱ 18,900千円 18,940千円 12月19日
乙戸南一丁目地内配水管布設替工事（3工区）乙戸南一丁目地内 日和建設㈱ 22,000千円 22,210千円 10月28日
田中町地内外配水管布設工事（1工区） 田中町地内外 常盤工事㈱ 22,000千円 22,390千円 11月13日
田中町地内配水管布設工事（2工区） 田中町地内 東洋プラント工業㈱ 16,950千円 17,210千円 11月13日
田中町地内外配水管布設工事（3工区） 田中町地内外 ㈱マツウラ 23,600千円 23,850千円 11月13日
新治浄・配水場内ＲＣ配水池送水弁修繕工事 新治浄・配水場地内 ㈱穂高建設 16,200千円 16,300千円 11月13日
大畑地内外配水管布設替工事 大畑地内外 茨建工業㈱ 39,500千円 40,040千円 12月10日
大和町地内外配水管移設工事 大和町地内外 ㈲池田商会 14,050千円 14,120千円 12月19日
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　国民年金加入中や、20歳前の病気、ケガで障害の状態（精神の障害やガンなどの傷病に伴う身体の機能障
害の状態も含む）になったときは、一定の要件を満たせば障害基礎年金が支給されます。

問 国保年金課（☎826-1111　内線2290）

※障害認定日とは、原則として病気やケガで、初め
て医師の診療を受けた日から１年６か月を経過し
た日。または、それ以前に症状の固定した日です。

※障害基礎年金の裁定は日本年金機構で行います。
また、請求をしても認定されない場合があります。

《特例》

◎障害基礎年金を受けるための要件
①初診日（病気やケガで初めて医師の診療を受けた

日）に国民年金の被保険者であること。または、
国民年金の被保険者であった60歳以上65歳未満
の方で日本国内に住所を有していること（老齢基
礎年金の繰り上げ支給を受けている方は該当し
ない場合があります）

②初診日の前々月までの被保険者期間のうち３分
の２以上の保険料を納めた期間（保険料免除期
間、若年者納付猶予期間、学生納付特例期間を
含む）があること（※右記の特例あり）

③障害認定日に政令で定められている障害等級表
の１級または２級の障害の状態になっていること

（障害者手帳の認定とは
異なります）

④ 20歳前に初診日がある
場合は、20歳に達したと
き、③の要件を満たして
いること（ただし、本人
の所得制限があります）

もしも、病気やケガで障害が残ったら…

１人目・２人目の子 １人につき22万2400円
３人目以降の子 １人につき ７ 万4100円

◎障害基礎年金の年金額（平成26年度の額）
　１級障害…96万6000円
　２級障害…77万2800円
※障害基礎年金の受給者によって生計を維持されて
いる子（18歳に達した年度末まで。障害のある子は
20歳未満）があるときは、次の額が加算されます。

初診日の属する
月の前々月 初診日 障害認定日

国民年金
加入日

直近の１年間
に滞納がない

１年６か月または傷病
が治ゆするまでの期間

障害基礎年金障害基礎年金

と　き／３月14日（土） ①午前10時30分、②午後２
時、③午後５時30分　※各回30分前入場

ところ／市民会館大ホール
チケット／全席自由
　[前売券]一般…1300円、60歳以上…1000円、中

高生…800円、
[当日券]一般・60歳以上…1500円、中高生…800円

チケット販売所／市民会館ほか（販売中）
※月曜日休館（月曜日が祝・休日の場合はその翌日）

　　　　　　　　　　 　市民会館（☎822-8891）問

映画『天心』上映会

美の探究者・岡倉天心
生誕150年・没後100年記念

一部シーンが市内で撮影されました！

②の保険料納付要件とは別に、初診日の属す
る月の前々月までの１年間に保険料の未納期
間がなければ該当する特例があります。
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①レンコンは半分はみじん切りに、半分はすりおろし
て軽く水気をきる。

②ボウルに①と豚ひき肉、Ａをよく混ぜる。
③②を団子状に丸め、表面に軽く片栗粉をまぶす。
④蒸し器にオーブンシートを敷いて③を並べ、火にか

ける。沸騰したら弱火にして約15分蒸す。
⑤ボウルに水気をきった大根おろしとポン酢を入れて

混ぜ、④を和える。
⑥器に盛り、ネギを白髪ネギにしてかける。お好みで

小口切りにした小ネギをかける。

作り方

石井喜見子さん

食生活改善推進員
エネルギー　211kcal
たんぱく質　　  11.3g
脂　　質　　　　7.7g
カルシウム       24mg
食物繊維　　  　 1.6g
塩　　物　　  　 1.5g

１人分の栄養素

れんこん団子
～おろしポン酢がけ～No.112

食生活改善推進員の

健 康 料 理

　今回は、土浦市が誇るレンコンの『２つの食感』を楽し
める肉団子をご紹介します。すりおろしたレンコンでふ
んわり、みじん切りにしたレンコンでシャリっと食感。
ご紹介するおろしポン酢以外にも、お鍋の具にも相性抜
群！また、甘辛いたれなどお好みのソースをからめても
おいしくいただけます。
　レンコンは食物繊維が豊富で、体を内側からキレイに
してくれます。特に不溶性食物繊維を多く含み、不溶
性食物繊維は、水を吸収し膨潤することで便をやわら
かくし、量を増やします。また、消化管内で膨潤し、か
さを増して胃内滞留時間を延長させます。その結果、満
腹感が得られ、エネルギーの過剰摂取を予防できます。

レンコン　　　　 250g
豚ひき肉　　　　　200g
塩　　　　　　　　少々
しょうが　　　　　10g
片栗粉　　　　大さじ２
酒　　　　　　大さじ１
片栗粉　　　　　　適量

【おろしポン酢】
大根おろし　　　　50g
ポン酢　　　　　50cc
ネギ　　　　　　　15g
小ネギ　　　　お好みで

齋藤順子さん

材料・分量（４人分）

野球場・運動場の
利用調整会議

◉神立野球場などの大会調整会議
　と　き／２月17日（火）　午後２時から
　ところ／ワークヒル土浦（２階会議室）
◉神立・荒川沖野球場、市民・中貫公園運動広場、

南部市民運動広場の調整会議（大会以外）
　と　き／いずれも午前10時から
利用月 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月
開催日 ３月１日（日）６月７日（日）９月６日（日）12月６日（日）

　ところ／川口運動公園管理事務所（２階会議室）
◉木田余地区市民運動広場の調整会議（大会以外）
　と　き／いずれも午前10時から
利用月 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月
開催日 ３月４日（水）６月10日（水）９月９日（水）12月９日（水）

　ところ／二中地区公民館（２階会議室）
　問 スポーツ振興課（☎862-1943）　　　　

川口運動公園管理事務所（☎821-1648）

A

勤労者のための融資相談会

と　き／２月21日（土）
午前10時～午後３時

ところ／中央労働金庫土浦支店
（港町一丁目）

対象者／市内に居住している中小企業で働く勤労者
融資の種類／住宅、生活および教育資金

商工観光課（☎826-1111　内線7603）
中央労働金庫土浦支店（☎821-6010）
中央労働金庫神立出張所（☎833-1500）

※詳しくは市ホームページをご覧下さい

問

★市からの助成制度
　土浦市中小企業労働者共済会に加入し、中央労働
金庫土浦支店から融資を受けた場合に、利子および
保証料の一部補給が受けられます。
　なお、土浦市中小企業労働者共済会に加入できる
方は、市内に１年以上居住し、労働組合のない中小
企業に勤務している方です。
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　新成人の門出を祝う「成人式」が市民会館で行われ、
土浦市では1483人が新たに大人の仲間入りをしまし
た。会場は、真新しいスーツや色鮮やかな振袖姿の新
成人で賑わい、久しぶりの級友との再会に大盛り上が
り。式典では市長が新成人にエールを送り、新成人代
表の山本拳也さんが感謝と誓いの言葉を述べました。

（１月11日）

仲間とともに新たな一歩を

　元日の早朝、霞ヶ浦総合公園風車前広場で「福もち
獲ったどぉ～＆大抽選会」が行われ、寒いなか多くの
人で賑わいました。獲れたお餅の数や抽選結果に皆さ
ん一喜一憂。おしるこや豚汁で温まりながら初日の出
の瞬間を待ち、雲間から太陽が見えると写真を撮った
り拝んだりして新年を迎えました。　　　（１月１日）

福もち獲ったどぉ～＆大抽選会

平穏無事な新年を祈って 　新春恒例行事の「消防出初式」が市民会館や土浦港な
どで行われました。見どころの１つである梯子乗りで
は、さまざまな技が披露されるたびに感嘆の声が上
がっていました。また、数十台の消防車による一斉放
水が行われると、霞ヶ浦上に水のカーテンと虹が表れ、
見学者の目を楽しませていました。　　　（１月10日）

消防出初式
安心安全なまちづくり

平成27年成人式

　しめ縄や松飾りなどの正月用品やだるまを燃やす
「どんど焼き」が桜川河川敷で行われました。竹を組ん
だ櫓に積み上げた正月用品などに点火すると、瞬く間
に炎が燃え上がり、参加者からは歓声が上がりました。
その後、配られた餅を焼いて食べ、一年の無病息災を
祈りました。　　　　　　　　　　　　　（１月17日）

どんど焼き
無病息災の祈りを込めた火柱


